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．
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パ
リ
市
を
訪
れ
る
者
に
取
っ
て
、
國
際
的
見
地
か
ら
興
味
あ
る
も
の

の
一
つ
は
パ
リ
天
文
豪
で
あ
る
。
先
年
、
自
分
が
工
學
の
交
換
教
授
－
こ

し
て
フ
ラ
ン
ス
國
に
滞
在
中
の
一
日
、
弓
長
バ
イ
ヨ
i
氏
及
び
無
線
電

信
で
有
名
な
フ
エ
リ
エ
將
軍
に
招
か
れ
て
此
の
天
文
皇
を
見
る
光
榮
を

得
た
。
此
の
學
府
が
フ
ラ
ン
ス
の
理
墨
史
に
與
へ
た
影
響
は
偉
大
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
今
レ
、
爾
、
世
界
の
多
く
の
理
留
山
に
與
へ
て
る
る
影

響
は
一
儲
大
き
い
も
の
で
あ
っ
て
，
す
べ
て
の
墨
者
た
ち
の
注
目
を
惹

く
に
足
る
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
紹
介
は
、
も
っ
こ
達
文
の
士
に
ゆ

つ
る
べ
き
で
は
あ
ら
う
が
，
し
か
し
、
自
分
の
此
の
小
文
－
こ
雄
も
一
般

の
讃
者
に
此
の
題
目
の
あ
ら
ま
し
の
事
柄
を
知
っ
て
貰
へ
る
こ
コ
こ
が
出

論
る
な
ら
ば
，
幸
ひ
至
極
で
あ
る
。
ー
ー
天
文
肇
は
、
台
長
に
豫
じ
め

通
じ
て
さ
へ
置
け
ば
、
毎
月
の
第
一
日
曜
の
午
后
，
参
観
者
に
公
開
さ

れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
”
パ
リ
市
に
滞
在
す
る
人
士
は
一
度
訪
ね
て
見

ら
る
・
の
も
好
か
ら
う
。

　
簡
箪
に
パ
リ
天
丈
豪
．
の
歴
史
を
述
べ
る
の
へ
無
釜
で
は
無
か
ら
う
。

此
の
天
文
皇
は
一
六
六
七
年
に
創
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
罷
れ
は
其

の
前
年
，
邸
ち
p
ン
ド
ン
に
大
火
の
あ
っ
た
一
六
六
六
年
に
、
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
デ
ミ
ロ

ス
で
は
ル
イ
＋
四
世
王
の
宰
相
コ
ル
ベ
ー
ル
が
パ
リ
市
に
理
學
院
を
創

立
し
た
事
の
一
つ
の
關
連
事
項
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
建
築
は
ペ
ロ
ー

ル
の
設
計
に
よ
っ
て
剛
六
六
七
年
に
着
手
せ
ら
れ
、
其
の
定
礎
式
は
，

其
の
年
ω
六
月
二
＋
一
日
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
會
僕
た
ち
の
臨
場
に
よ
っ

て
行
は
れ
た
。
建
築
は
盛
ん
さ
正
し
く
北
面
し
、
其
の
子
午
線
は
グ
リ

ン
井
チ
東
経
（
角
度
で
）
二
度
二
十
分
十
四
秒
、
或
は
（
時
間
で
）
九
分
二

〇
・
九
秒
が
中
央
を
涌
…
過
し
．
叉
、
緯
度
は
建
築
の
南
宣
關
か
北
緯
四
十

八
度
五
十
分
卜
　
秒
で
あ
っ
て
、
此
の
二
つ
が
，
李
常
、
パ
リ
市
の
標

準
経
緯
・
こ
な
っ
て
み
る
。
建
築
は
其
の
後
幾
度
も
改
築
さ
れ
た
り
壇
築

．
さ
れ
拠
り
し
だ
か
，
主
煎
基
線
は
今
も
爾
之
の
ま
、
で
あ
る
．
其
の
位

置
は
創
立
富
時
の
パ
リ
市
街
の
丁
度
外
側
に
當
っ
て
み
る
わ
け
で
あ
る

が
、
布
街
は
其
の
後
干
に
廣
か
つ
て
、
大
革
命
の
以
前
に
、
既
に
天
文

皇
の
敷
地
を
取
り
込
ん
で
了
つ
た
。

　
天
｛
久
即
量
ε
曽
口
へ
ば
，
五
口
々
は
、
一
李
常
、
望
憲
遅
鏡
や
ド
ー
ム
な
や
士
を
池
仙

想
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
此
の
パ
リ
天
文
墓
は
据
付
望
遠
鏡
の
時

代
盟
神
に
建
て
ら
れ
冗
の
で
、
屋
根
は
、
輕
便
な
器
械
で
天
の
齪
測
を

す
る
が
た
め
に
、
李
二
く
出
來
て
る
る
。
其
の
頃
は
、
イ
タ
リ
で
は
有

名
な
～
D
カ
シ
ニ
ミ
い
ふ
學
者
l
I
幾
何
學
で
言
ふ
カ
シ
ニ
卵
形
の
襲

明
者
一
1
が
法
王
ク
レ
メ
ン
ト
九
世
に
仕
へ
て
、
ロ
マ
ボ
ロ
ニ
ア
で
技
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師
襟
腰
交
家
ミ
し
て
働
い
て
み
た
。
そ
れ
を
、
ル
イ
十
四
世
は
コ
ル
ベ

ー
ル
の
忠
言
に
よ
り
，
ク
レ
メ
ン
ト
法
王
に
無
理
に
願
っ
て
、
暫
く
の

間
、
カ
シ
ニ
を
パ
リ
天
雪
遊
長
に
す
る
許
し
を
得
た
の
で
あ
る
。
カ
シ

ニ
は
一
六
六
九
年
に
．
ま
だ
建
築
工
事
の
最
中
の
時
に
、
天
文
皇
へ
赴

任
し
て
以
て
、
コ
ル
ベ
ー
ル
の
紹
介
で
王
に
軍
馬
を
許
さ
れ
た
が
，
ミ

う
ぐ
説
き
伏
せ
ら
れ
て
永
代
の
皇
長
に
な
っ
て
了
つ
た
。
そ
こ
で
彼

れ
は
其
所
に
住
み
込
み
、
フ
ラ
ン
ス
婦
入
－
ご
結
婚
し
て
、
全
く
フ
ラ
ン

ス
入
に
な
っ
て
射
つ
た
。
天
文
肇
で
一
入
の
息
子
が
生
れ
た
が
、
カ
シ

ニ
の
死
後
、
此
の
子
が
天
文
茎
長
を
縫
ぎ
、
其
の
後
、
順
に
生
れ
た
孫

ε
曾
孫
ε
が
や
は
り
肇
長
を
縫
い
だ
。
こ
う
し
た
四
代
の
天
文
家
は
或

る
書
物
な
・
ご
に
は
カ
シ
ニ
第
鴎
世
、
第
二
世
、
第
三
世
、
第
四
判
こ
、

恰
も
王
や
法
王
の
や
う
に
書
か
れ
て
み
る
。
前
後
百
二
＋
四
年
の
間
、

カ
シ
ニ
家
皿
代
の
天
文
家
の
歴
史
が
即
ち
パ
リ
天
文
皇
の
歴
史
で
あ
る

尤
も
ハ
ー
シ
ェ
ル
家
の
や
う
に
父
子
が
共
に
有
名
な
天
文
家
で
あ
っ
た

ミ
い
ふ
例
は
他
に
も
在
る
け
れ
さ
、
し
か
し
、
國
立
天
文
皇
の
肇
長
職

が
四
代
導
け
様
に
同
じ
家
か
ら
出
た
天
文
家
に
よ
っ
て
立
派
に
維
持
さ

れ
た
ε
い
ふ
こ
一
こ
は
、
恐
ら
く
は
天
文
穿
上
玉
に
類
の
な
い
事
で
あ
ら

う
。
そ
し
て
カ
シ
ニ
第
四
世
が
退
職
し
た
の
も
、
一
七
九
三
年
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
難
儀
准
ぐ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
始
め
天
文
塁
が
建
て
ら
れ
た
時
に
は
一
つ
の
望
．
湛
鏡
も
無
か
っ
た
の

で
あ
る
け
れ
さ
、
後
年
に
は
有
名
な
望
遠
鏡
が
幾
つ
も
備
へ
「
ら
れ
る
や

う
に
な
り
，
其
の
中
の
或
る
も
の
は
今
で
も
野
中
者
に
見
せ
ら
れ
て
み

る
。

　
そ
れ
か
ら
、
天
文
肇
の
業
蹟
が
進
む
に
つ
れ
、
建
築
物
は
漸
次
全
フ

ラ
ン
久
國
民
の
學
術
－
こ
密
接
な
關
係
を
持
つ
や
う
に
な
っ
た
。
例
へ
ば

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
學
や
測
地
墨
は
此
の
天
文
方
の
子
午
線
を
基
本
，
こ
す

る
や
う
に
な
り
、
叉
。
国
際
的
の
メ
ー
ト
ル
沢
が
地
球
の
北
極
ミ
赤
撹

ε
の
距
離
の
一
千
萬
分
の
一
ぐ
」
定
め
ら
れ
た
の
も
、
此
の
天
文
塁
の
子

午
線
を
基
本
ミ
し
て
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
，
卯
ち
パ
リ
天
文
皇

を
通
幸
す
る
地
球
の
四
光
周
が
正
し
く
一
萬
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た

わ
け
な
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
、
「
且
定
め
ら
れ
た
國
際
的
メ
ー
ト
ル

が
始
め
て
金
警
棒
の
標
準
の
長
さ
ざ
比
較
さ
れ
た
時
は
、
測
地
學
上
の

精
尊
翰
が
今
日
ほ
さ
好
く
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
が
。
今
日
は
パ
リ
の

地
球
四
牛
周
が
略
ぽ
一
〇
〇
〇
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
ぐ
」
い
ふ
こ
ε

に
な
っ
て
み
る
。
即
ち
國
際
的
メ
～
ト
ル
な
る
も
の
は
理
論
上
の
長
さ

よ
り
も
五
＋
分
の
一
パ
セ
ン
ト
だ
け
短
か
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
か

う
し
て
其
の
分
量
が
分
っ
て
了
へ
ば
．
も
は
や
誤
り
は
誤
り
で
無
く
な

ろ
の
で
あ
っ
て
、
今
や
吾
々
の
國
際
的
メ
ー
ト
ル
は
パ
リ
天
文
肇
を
通

る
地
球
子
午
線
ε
理
論
的
に
關
係
付
け
ら
れ
る
こ
一
こ
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
倫
、
其
の
上
に
。
フ
ー
ト
や
、
イ
ン
チ
や
、
マ
イ
ル
や
，
ヤ
ー
ド

な
㍗
こ
の
長
さ
も
法
律
に
よ
っ
て
此
の
國
際
的
メ
ー
↑
ル
ー
こ
の
或
る
「
定

の
比
例
か
ら
導
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の
意
味
か
ち
言
へ
ば
、
吾

々
の
長
さ
の
尺
度
は
総
て
パ
リ
天
美
峯
の
中
心
を
通
る
子
午
線
書
關
係

し
て
み
る
わ
け
で
あ
る
。

　
世
界
中
の
子
午
線
の
中
で
基
準
子
午
線
の
撰
定
競
雫
の
話
は
可
な
り

面
白
い
も
の
で
あ
る
が
、
今
こ
・
で
は
簡
置
に
し
て
置
か
う
。
緯
度
の

二
七
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測
定
に
は
、
全
世
界
の
基
準
圓
－
、
」
し
て
赤
道
圏
が
用
ゐ
ら
れ
る
の
は
自

然
の
こ
ε
で
あ
る
、
し
か
し
，
経
度
の
測
定
に
は
、
さ
の
子
午
線
も
皆

同
様
に
役
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
始
め
に
何
れ
か
一
つ
を
撰
べ
ば
好
い

の
で
あ
る
。
叉
、
勿
論
、
地
球
が
球
形
だ
ミ
信
じ
ら
れ
た
時
代
の
前
に

は
、
子
午
線
な
7
ご
儒
こ
い
ふ
問
題
は
起
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
地
圖
に
始
め
て
標
準
子
午
線
を
入
れ
た
の
は
ア
リ
ス
ト
ー
ト
ル
の
弟

子
の
デ
セ
ル
カ
ス
だ
ざ
言
は
れ
て
る
る
，
彼
れ
は
ロ
ー
デ
ス
島
の
子
午

線
を
其
れ
に
用
み
た
．
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
の
時
代
以
後
は
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ

ー
、
リ
ス
ボ
ン
．
、
グ
リ
ン
ヰ
チ
、
パ
リ
、
ウ
プ
サ
ラ
、
ス
ト
ク
ホ
ル
ム

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ベ
ル
リ
ン
等
い
ろ
く
各
國
の
子
午
線
が
ゼ
ロ
ミ
し
て

用
ゐ
ら
れ
た
。
ε
こ
ろ
が
、
窪
々
の
地
圖
の
上
で
書
斎
を
比
較
す
る
揚

合
に
混
雑
が
起
る
の
で
、
逡
に
國
際
的
の
子
午
線
を
探
暑
し
や
う
ε
い

ふ
議
が
起
り
、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
カ
ナ
リ
群
島
中
の
テ
ネ
リ
フ
、
不
の
子
午

線
を
提
唱
し
，
又
．
リ
シ
リ
ウ
端
正
は
同
む
群
島
中
の
最
西
端
に
あ
る

フ
ェ
ロ
島
を
推
薦
し
た
。
叉
、
ボ
ロ
ニ
ア
の
理
學
院
は
エ
ル
サ
レ
ム
め

子
午
線
を
言
ひ
出
し
た
。
し
か
し
、
一
八
八
三
年
に
ロ
マ
で
開
か
れ
た

國
際
地
理
學
誹
議
で
、
パ
リ
ε
グ
リ
ン
ヰ
チ
ミ
ニ
つ
の
子
午
線
を
除
く

他
の
絡
て
の
子
午
線
を
度
外
視
す
る
こ
ε
に
決
し
た
。
當
時
、
バ
リ
天

文
毫
は
陸
地
測
量
上
の
最
も
重
要
な
基
準
で
あ
り
、
又
、
グ
リ
ン
ヰ
チ

天
文
塁
は
航
海
上
の
同
様
な
基
準
で
あ
っ
た
。
ε
こ
ろ
が
、
吾
が
地
球

の
表
面
は
凡
そ
四
分
の
三
が
海
で
あ
り
、
陸
地
は
残
り
四
分
の
一
に
過

ぎ
な
い
も
の
だ
か
ら
，
海
の
方
の
読
が
遽
に
は
多
藪
を
制
し
、
こ
・
に

グ
リ
ン
ヰ
チ
が
愈
々
國
際
基
準
子
午
線
ε
な
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
唱

ご
八

一
年
以
後
、
フ
ラ
ノ
ス
は
標
準
時
ミ
し
て
、
パ
リ
天
文
毫
の
李
均
時
よ

り
九
分
二
十
】
秒
捻
れ
た
時
刻
、
郎
ち
グ
リ
ン
ヰ
チ
卒
均
時
を
採
用
す

る
に
至
っ
た
。

　
パ
リ
天
文
肇
の
事
業
は
，
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
天
文
駈
上
に
於
い
て

有
名
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
物
理
學
上
に
も
重
る
貢
献
は
あ
る
の
で
あ

る
。
例
へ
ば
、
ア
ラ
ゴ
ー
は
天
文
毫
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
離
れ
て

み
る
リ
ユ
ク
サ
ン
ブ
」
ル
宮
殿
の
窓
ガ
ラ
ス
か
ら
反
射
す
る
日
光
の
中

に
偏
光
す
る
の
を
嚢
署
し
た
こ
一
こ
が
あ
る
。
尤
も
其
の
ガ
ラ
ス
は
今
は

換
へ
ら
れ
た
だ
ら
）
け
れ
さ
、
リ
ユ
ク
サ
ン
プ
ー
ル
舘
の
窓
は
其
の
ま

、
で
あ
る
か
ら
，
詣
る
】
定
の
時
刻
に
は
、
今
で
も
，
や
は
り
太
陽
の

光
が
反
射
す
る
の
が
天
文
毫
の
屋
根
か
ら
見
え
る
わ
け
で
あ
る
。

　
天
文
肇
の
建
築
の
内
部
の
ア
…
チ
や
石
作
り
は
立
派
な
も
の
で
、
参

観
者
は
是
非
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
全
く
，
石
造
建
築
の
研
究
者
に

は
天
文
肇
の
外
観
よ
り
も
内
部
の
方
が
心
を
惹
か
れ
る
。

　
天
文
皇
の
内
外
に
据
付
け
て
あ
る
望
診
鏡
の
蓮
用
に
、
附
近
の
街
路

を
往
復
す
る
車
馬
の
地
響
き
は
言
ふ
に
及
ば
す
，
又
、
市
街
の
燗
が
妨

ぴ
ε
な
っ
て
み
る
の
は
長
い
前
か
ら
で
あ
る
。
此
の
た
め
に
，
パ
リ
天

文
塁
は
其
の
天
盟
観
測
事
業
を
遠
方
の
紫
蘇
な
場
所
師
ち
ピ
ク
。
ド
。
、
ζ

テ
、
ト
ウ
ル
ー
ズ
、
マ
ル
セ
イ
ユ
、
ボ
ル
ド
ー
等
に
委
せ
て
し
ま
っ
た

が
、
し
か
し
、
其
の
代
り
に
，
叉
、
一
九
一
〇
年
以
來
、
天
文
皇
か
ら

四
キ
ロ
メ
ー
ド
ル
も
離
れ
て
み
る
エ
フ
エ
ル
塔
の
無
線
局
か
ら
，
毎
日

ラ
デ
ホ
時
刻
信
號
を
糞
す
る
こ
い
ふ
非
常
に
重
要
な
國
際
事
業
を
や
っ

て
み
る
。
此
の
信
號
は
フ
ラ
ン
ス
の
法
定
時
帥
ち
グ
リ
ン
ヰ
チ
李
均
時
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午
前
十
時
四
十
五
分
か
ら
同
四
十
九
分
ま
で
一
こ
、
叉
。
午
後
十
一
時
四

十
五
分
か
ら
同
四
十
九
分
ま
で
一
こ
に
止
せ
ら
れ
る
。
そ
し
て
此
等
の
二

型
は
有
ら
ゆ
る
大
海
を
遙
か
に
行
く
船
舶
、
殊
に
北
太
西
洋
上
の
船
に

よ
つ
て
受
け
取
ら
れ
る
。
此
の
エ
フ
エ
ル
塔
の
信
號
は
洩
る
特
質
が
あ

っ
て
、
容
易
に
魑
別
が
出
來
る
。
自
分
は
戦
雫
出
時
の
或
る
時
英
國
南

部
を
飛
行
機
に
よ
っ
て
影
乾
中
，
飛
行
機
の
後
部
に
取
り
付
け
て
あ
る

特
別
な
測
角
器
を
三
っ
て
、
エ
フ
エ
ル
塔
の
方
位
を
、
角
度
一
度
ぐ
ら

み
の
精
密
さ
で
観
測
し
た
こ
こ
が
あ
っ
た
。

　
弐
エ
フ
エ
ル
塔
は
、
一
八
八
九
年
差
、
其
の
年
の
パ
リ
博
覧
會
記
念

ミ
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
さ
は
三
百
メ
ー
ト
ル
で
、
今

も
爾
，
人
の
作
つ
九
最
高
建
築
で
あ
る
。
此
れ
が
パ
リ
天
文
皇
ミ
連
絡

さ
れ
て
同
一
の
目
的
の
た
め
に
働
ら
く
こ
ぐ
」
は
、
帥
ち
天
文
墓
の
活
動

範
園
を
非
常
に
摘
け
る
こ
一
こ
に
な
る
．
天
文
皇
の
親
時
計
は
地
下
二
十

六
メ
：
ト
ル
の
穴
倉
の
中
に
据
え
ら
れ
て
、
附
近
の
振
動
や
温
度
の
二

化
を
大
髄
に
於
い
て
避
け
る
こ
書
に
な
っ
て
み
る
。
報
時
時
計
帥
ち
エ

フ
エ
ル
塔
の
強
力
な
襲
信
器
で
世
界
中
へ
時
刻
を
迭
る
た
め
の
時
計
は

又
、
此
の
天
文
塁
の
一
階
目
に
置
か
れ
て
あ
っ
て
、
親
時
計
－
こ
常
々
好

く
合
は
せ
て
あ
る
。
親
時
計
の
歩
み
を
整
調
す
る
た
め
に
は
、
天
文
墓

の
子
午
儀
で
、
晴
れ
た
日
に
天
禮
観
測
が
行
は
れ
る
。
爾
、
パ
リ
で
は

冬
の
頃
に
雨
天
や
曇
天
が
幾
日
も
響
く
こ
ぐ
」
が
あ
る
が
、
そ
の
勘
合
に

は
蓮
方
の
、
室
の
晴
れ
て
み
る
地
方
の
天
文
皇
か
ら
ラ
デ
オ
で
時
刻
報

知
を
受
け
取
り
，
躍
れ
で
親
時
計
を
整
調
す
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
，
は
る
か
海
上
で
航
海
者
が
受
話
器
を
耳
に
あ
て
、
エ
フ
ェ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ

塔
か
ら
の
時
刻
信
號
を
聞
く
時
に
は
、
帥
ち
，
彼
れ
は
つ
ま
り
パ
リ
天

文
毫
の
メ
ー
ン
・
ホ
ー
ル
に
あ
る
報
時
々
計
の
一
刻
々
々
を
開
い
て
み

る
わ
け
な
の
で
あ
る
。
信
號
は
海
上
の
塞
中
を
殆
ん
、
ご
光
線
の
速
度
で

飛
ん
で
行
く
。
だ
か
ら
、
よ
く
あ
み
通
り
、
信
號
が
北
米
の
大
西
洋
岸

で
開
か
れ
た
ミ
す
れ
ば
，
此
れ
が
塔
か
ら
出
て
太
西
洋
を
越
え
た
時
間

は
僅
々
一
秒
の
五
＋
分
の
一
目
で
あ
る
。
全
く
、
天
文
肇
こ
エ
フ
エ
ル

　
　
　
リ
レ
ロ

塔
，
こ
の
連
結
装
置
に
よ
る
鯨
儀
な
い
邊
遽
の
方
が
海
上
を
行
く
口
達
遽

力
よ
り
は
大
き
い
。

　
世
界
に
三
ク
所
の
特
劉
な
天
文
観
測
室
を
作
っ
て
，
相
互
の
間
の
経

度
差
の
観
測
を
無
線
信
．
號
で
や
ら
う
一
こ
い
ふ
計
書
が
さ
れ
て
み
る
。
そ

れ
に
は
ア
ル
ジ
一
撃
ル
ε
上
海
ミ
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が
提
議
さ
れ

て
み
る
が
，
こ
う
し
た
三
ク
所
の
経
度
差
を
加
へ
て
見
れ
ば
丁
度
三
百

六
十
度
叉
は
二
十
四
時
間
ミ
な
る
筈
で
あ
る
。
そ
し
て
，
各
國
の
天
文

皇
は
其
の
地
方
万
々
の
経
度
観
測
に
よ
っ
て
右
の
系
統
に
結
び
つ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
パ
リ
天
文
皇
が
構
威
の
る
時
刻
信
號
を
嚢
し
始
め
て

堅
肥
，
鰍
米
の
多
く
の
天
文
毫
は
各
自
の
時
刻
を
無
線
電
波
に
よ
っ
て

パ
リ
¶
こ
比
較
し
，
叉
、
相
互
に
も
比
較
す
る
や
う
に
な
っ
た
。
其
の
結

果
、
或
る
種
の
不
一
致
が
目
見
さ
れ
，
そ
れ
は
未
だ
適
當
に
解
羅
が
付

け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
之
れ
は
航
海
者
に
迷
惑
を
か
け
る

程
の
大
き
さ
で
は
な
い
。
尤
も
。
天
文
唖
者
や
測
地
回
者
の
注
意
を
惹

く
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
。
此
の
種
の
微
細
な
不
合
扇
ぞ
解
く
た
め
に

は
、
パ
リ
天
文
皇
は
喜
ん
で
協
力
す
る
に
違
い
な
い
。
世
界
中
の
思
想

を
電
波
で
受
書
さ
せ
る
た
め
に
、
其
れ
は
親
時
刻
を
役
立
さ
せ
て
る
る

の
で
あ
る
か
ら
。
（
凶
九
二
四
・
六
・
二
七
、
米
國
ハ
ー
ブ
ー
ド
天
文
憂
に

て
山
本
一
清
繹
）

ご
九


